
資料 4-6

積極的な広報戦略の実施内容

(日 本赤十字社の取 り組み)



キャンペーン等名称 目的 実施時期 実施 (予 定)内容      1      主催 。後援・共催

1

世界献血者デー

一̈，
．̈

響̈
一

”

毎年 6月 14日 に、lllHO(世 界保健機関)、 IFRC

(国際赤十字・赤新月社連盟)、 ISBT(国際

輸血学会)、 FIBDO(世界献血団体連盟)に

よって共同で企画され、これらの各団体がひ

とつの国際的なイベントを通じて集まり、安

全な血液や定期的な無償献血の重要性への

認識を高める世界的なメディア・キャンペー

ンを提供。

平成 22年 6月 14日

‡I`ずIIダ01二月量拒堡憩::幕 :|

ラジオ番組での周知っ

各血ィ夜センターでのイベント開催。

2

日本赤十宇社第 5回

「いのちと献血俳句コンテス

ijioteun L-,.r:-*.g:
俳句コンテスト作品事集

若年層を中心に幅広い年齢層へ俳句の募集

を行い、「献血」を
'亜

じて支えられる 「生命」

に意識を向けさせるとともに、献血活動の意

義の理解・普及の機会を創出することを日的

として実施し、併せて献血者減少期における

献血者確保を図ることを目的とする。

駒戎22年 6月 15日 から平

成 22年 9月 30日 まで ぃl機説城[[:首i慧:重T憩ヒ[:|」束紫単字社
とを俳句で表現し、応募する。 (後援 )

国内在住の方ならどなたでも応募可。 1厚生労働省、文部科学省及び各都道府県教

応募方法は応募専用ハガキ、官製ハガキ、
1育

委員会

学校専用応募用紙、FAXス は瓶B。    |(協 力 )

主な賞は厚生労働大臣賞、文部科学大臣 1株式会社ポグモン、東京モノレール株式会

賞、織 員制 賞』 赫 件 社 長幣 cl仏 株式会社

教育現場へのアプローチとして学校用応 |

寡キットを小 。中・高等学校へ直接送付す
|

るほか、教職員グループ「TOss(Teachre'sl

Organization of Skill Sharlng)Jと の連
|

携により、授業で献血について取り上げて |

もらう協力を依頼。          |

祓 孟量ニモ予 1瓶り1蓼震

昇Iユ拝磯Ifri曇影



キャンペーン等名称

愛の血液助け合い運動

l´ 0ヽ E ]lR へrliOn PROJECT

40,ォ・

ltl,かる命,あ ぇ

すべての血液製剤を国民の献血によって安
定的に確保する体制を早期に確立するため、
広 く国民の間に献血に関する理解 と協力を
求めるとともに、特に、縦続的な推進が必要
な成分献血・400m L献 血への協力と血

`夜

製
|

剤の適正使用 のヽ協力を求め、献血運動の一 |

層の推i_Fを 図ることを目的とする。     |

日
ロ 実施時期 実施 (予定)内 容 主催・後援・共催

(主催)

日本赤十字祖_、 嘱生労働省、都道府県

(後援)

文吉「fl学 省、日本医師会、日本歯科医師会、
日本薬剤師会、日本病院会、全日本病院協

会、全国自冶|■病院協議会、日本病院薬剤
師会、日本常F聞 協会、 日本社誌協会、日本

放送協会、日、民間放送連盟、 日本民営鉄

道協会、全国夕■事会、全国市長会、全国町
村会、 日本看護協会、 日本血液製剤協会、
日本労101組 合総ltF合 会、日本経済団体連合
会、 日本製薬田子本連合会、全日本薬種商協
会、全国配置家庭薬協会、血lik製 剤調査機
構

(協 賛)

健康保険組 合連合会、国民健康保険中央

ア誦 雨 盪 ´̈ 而 :¬ 悌 l鋤 ―― ―
十 面 %訂 面 嘉 藤 砺 卦 電 器 嘲苦 生 屈 静 而 ヵ,瀞 )十 ス 出  世 ″rけ _‐― ―́ ´ |_.青年層献血か減少十ん中、苦年層に献11の き 1平成21年 10月 1日 からJ「 | を配4丁 ^

_へ 'ソ フノ~|(ltttliN顆 予定 )

拳
を伝な 耐 動を促十‐ とを助 とす 成■ 年

`月

島

I:||:ill::寸 lli♯
`∫ 1丁 III暉

生労働省

°'                     l i第 2期 ル

1摯
2年 7月 1日

,l^,, h.^ - ^,rlr -J 1t1 rr fj i'r I 1a ftil,r'-.v 4lt,l!l+,.=>.+.1 ,nil,rlll.
・F｀ 銅

"局
ネットてれ古ヵ.金曜|

日「 1切 6時 30分からlu行間番ii「 Lo、 Elnl
へctl日 1l Jを 放送。1切 間中に 1時間程度 tア ,特 |

弓1番キ几を 2 Fl放送予定.        |
・

IF「、ii局 による野i独 イ 、́ィ ト′,実 施やl,|

故局に山本シュゥ氏か出演し、各局 D」 と |

Dト ーケショーを放送十ろラシ十キャラ
|

バンの実施。              |
・ アーティス トゃスホーッ選手lrょ り献血

|

啓充イベントを開催。         |
。 LOVE ln Act10n Meoting tLIVE)の

開催_|

等                  |

平成 22年 7月

成 22年 7月 31

1日 から平

日まで

キャンペーンポスターの製作及び配布。

各血液センターでのィベン ト開催^

LOVG In Ao{on70:/r2t.t6Al



キャンペーン等名称 目的                   1        実施日寺期 実施 (予定)内容      1      主催 ,後援・共催

はたちの献血 キャンペーン 冬季における血液不足解消と若年層をはじ 1平成 23年 1月 1日 から平

めとする献血協力の訴求及び献血思想の普 1成 23年 2月 28日 まで

及啓発を目的とする。          |

|          |
|        |

|

|  |
|    |
|        |

6

自lrt」 車教習所設置の広告映像配信

システム (JACLAヽ IS10ヽ)に よる広

報展 Dn

特に減少か著しい若年者層が多く集まる自

動車教習所の教習生を対象に献血の必要性

について訴求し、成分献血者確保の促進を図

ることを目的とする。

平成22年 7月 16日 から平

成 22年 9月 15日 まで

英国llll航歴制限緩和関連 CMの 放映。

アーティス ト等による献血に対す る

メッセージ放映。

献血 Walkel・ の配布

7

輸血患者とその家族の再現映lraの

製作

■1
せi11■t日郡

鯨占

■■ギ
‐
キ長
「

‐
IⅢ

-

輸血を受けた患者サイ ドの声をlFtり あげた 1平成 22年 6月 から平成 22

患者さんの感:11の気持ちや、献血された血ィ夜1年 8末頃まで

かどのように患者さんに使用されている 7171

かを表現することにより、より多くの献血者 |

[瞥£f■
れ方を理解していただくこと

|

・
_襟舞:富鼻機諾

=鳳
。
を各血液センタ

|
・ りt画館での試写会の開催及び映画祭への

|
出展。               |

・ テレビ (CS放 送)での放映。     ,
・

∬

娃 要レン

'ビ
デ札 で州 料貸

|



キャンペーン等名称

個ノ、向け小冊子 (献血 Walker)の配

布

Att」 lll者 減少期における蔵たr■ 者確保
ιDための広報

][||[l[ililil夕 ][i[:] 23年

3月末

|

|

|

|

|

耐 頭 i三高 耐 蘇 ;而丁鵠 5… 計
時期に、赤Im球 製剤の適ェ在庫数をrlF持する 1成 23■ 3月 31日 まで
ことを目的 と十る´

者 向けに 2,500,000部 、一般者 向 け

500,000部 を製作し配布 ,

|

|

・ け万けっちゃんノ3「ラ」ピングトミカ
「

~~~~
r i =;r -) oql{F&trFlJ-fli.

色にl179台 (原 ll lと して、ラ ノ́ビング未

施工J「 両全て。)の献血バプのクト装を(シυ

けつちゃんラッビング加工の実施.

移動採 rll tt tぅ けス

ピンク

献血 ′ヾスの一層カィメ

とを目的とする_

アップを図ろ二 1平ら` 22年 8月 1日 から平
i

1成 22年 12ナ ]31日 まで  |

|              |
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